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○こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する専門委員会での検討事項等について

１．検討事項
（１）こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する基本的な考え方
（２）里親、ファミリーホーム、各入所施設等に求められる役割や機能
（３）その他

➢ こどものケアニーズについては、その背景や要因、こどもの状態や行動上の課題など、様々なものが
あることから、まずは、①こどもの課題を類型化し、②それらの課題の重篤度合いを測る観点、を整理い
ただきたい。その上で、そういったこどもたちに対して、③どのような支援が有効であるか、必要であるか、
さらには、④その支援を行うためにはどういった対応や体制が必要であるかといった点について、集中
的に御議論いただきたい。

２．その他
（１）専門委員会は原則公開とする。
（２）専門委員会の検討結果は、部会に報告することとし、部会は、当該検討結果を踏まえて、

社会的養育に関する検討を行い、最終的な結論を得ることとする。
（３）専門委員会は、検討結果の取りまとめをもって廃止する。

➢ 専門委員会の検討結果は、部会に報告することとしているが、検討結果がでる前であっても、専門委
員会の議論を行っている間に部会が開催される場合には、専門委員会での議論の状況について、部会
への報告をお願いしたい。



〇第１回専門委員会（11/19開催）での議論の状況について

◆こどもの課題（背景等）の整理について議論

【主な発言要旨】

・ケアニーズという言葉について、この委員会での共通理解を持つ必要がある。

・ケアニーズは変化していくものであり、入所時点で固定的に捉えるものではなく、定期的に再アセスメントし

ていくことが必要。

・問題がないように見えるこどもが困っていない、支援の必要がない、ということではない。

・資料における「課題」などの表記について、こどもに課題があるように見えるため、配慮が必要。

〇第２回専門委員会（12/25開催）での議論の状況について

◆「ケアニーズ」の定義、こどものケアニーズ（背景等）の整理について議論

【主な発言要旨】

・ ニーズという言葉は、こどもの満たしてほしいことではない。必ずしもその子自身が本当に求めているもの

につながっているかどうかは分からず、だからこそ背景要因を理解する必要がある。

・ ニーズを決めるのは大人ではなくて、こどもたちの声がどう反映されているかというところも包摂できると

よい。

・ 言葉になっていないことや表出していないサインなどもニーズではないか。

・ 本専門委員会で議論するにあたって、社会的養護における「ケアニーズ」については、「社会的養護を必要

とすることとなったこどもが、安全・安心を補償・保障され、健やかな成長発達の過程を歩むために必要なこ

と」と決定した。
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〇第２回専門委員会資料（抜粋）
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１．こどもの背景等
（前回資料での表記：課題の背景・要因）

※こどもの背景等について、見落としを防ぐため、便宜的に類型ごとに
分類して記載しており、重複もあり得る。

Ⅰ 特徴
①知的障害（疑い含む）
②発達障害（疑い含む）
（例）ADHD、LD、ASDなど

③身体障害（疑い含む）
（例）身体虚弱、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害など

Ⅱ 経験
④被虐待経験

身体的虐待、心理的虐待、ネグレクト、性的虐待
⑤喪失体験
（例）親の死、兄弟姉妹の死、父母の離婚、再婚など

⑥犯罪被害、いじめ
⑦精神障害（疑い含む）
（例）PTSD、トラウマ、統合失調症、双極性障害など

⑧アタッチメント（愛着）形成上の課題
（例）不適切な養育等による不安や緊張の高さ、過適応、
不得手なコミュニケーション、対人距離のとれなさ、
自己肯定感の低さ、協調性のなさなど

Ⅲ 環境
⑨生育環境
（例）基本的な生活習慣、経済状況、家庭環境、養育機能、
地域社会の養育環境、対人被害、妊娠中の母親の体調など

※上記を考える際には、こどもの過去から現在までの状況、背景を
見ることが必要。

※本資料は、あくまでこどもが直面し得る過酷な経験等として考えら
れるものを幅広く列挙したものであり、社会的養護を必要とするこ
どもが一概にこれらに当てはめることができないことに留意が必要。

２．ニーズが満たされていない時にでるサインの例
（前回資料での表記：こどもの状態及び行動上の課題）

～成長過程における過酷な経験や困難に直面したこども達にとって、
そのニーズが満たされていないことに伴いでるサイン～
※サインについて、見落としを防ぐため、便宜的に類型ごとに分類して
記載しており、重複もあり得る。

Ⅰ 身体
①身体的な発育の遅れ
②年齢不相応なADL
③神経生理学的な機能不全

Ⅱ 心理・精神
④癇癪（感情コントロール）
⑤膠着・緘黙
⑥希死念慮・自殺企図
⑦こだわりの強さ
⑧摂食障害（過食・拒食・異食・誤嚥）
⑨睡眠の課題（不眠・過眠・中途覚醒・夜驚・寝付きの悪さ・
昼夜逆転）
⑩精神的不調（抑うつ・不安・恐怖）
⑪解離
⑫多動・集中困難
⑬言語発達の遅れ
⑭コミュニケーションの困難さ
⑮衝動性の高さ
⑯感覚過敏・鈍麻

Ⅲ 行動
⑰不良、非行、虞犯行為
⑱虚言
⑲性的逸脱行為
⑳自傷
㉑他害（暴言・暴力）

Ⅳ その他
㉒過剰適応
（例）大変な状況にも関わらず何も問題ないように見える、

一般的に泣くような場面で泣かないなど
※サインがでていない＝支援が必要ない、ということではないこと
に留意が必要。
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３．こどものニーズの緊急性・重大性・複雑性を測る
観点
（前回資料での表記：

状態・行動上の問題ごとの重篤度合いを測る観点）

①現に集中的な対応が必要なもの
②放置すると重篤度合いが増すもの
・身体的成長を阻害するもの
・精神的成長を阻害するもの

③生命にかかわるもの
④重複して表出する場合が多いもの
⑤年齢を重ねるごとに自然に軽減することが期待できるもの
⑥年齢を重ねるごとに大きくなるもの
⑦軽減や改善に時間を要するもの
⑧支援の効果が出やすいもの
⑨支援の効果が出にくいもの
⑩専門職による支援が必要なもの
⑪医師による治療が必要なもの

４．１～３を測る上での留意事項
１～３を測る上で、どのような点に留意が必要か。１～３それぞ

れで複数の事項に該当することがあること、その組み合わせやこど
ものニーズの緊急性・重大性・複雑性も一定ではないこと、こども
の成長やケアの進捗等に伴うこどもの変化もありタイミングによっ
て評価が異なり得ることについて、どう考えるか。

①年齢によるニーズや緊急性・重大性・複雑性の変化
②表出する場所や時間帯等の環境要因によるこどものニーズの緊
急性・重大性・複雑性の変化
③家族との関係性
④支援を行う職員との関係性
⑤乳児であることへの留意
⑥地域社会との関係性
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こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する専門委員会の設置について

１．設置の趣旨
都道府県社会的養育推進計画の下、いわゆる「家庭養護」及び「家庭的養護」を推進する中で、

支援現場において、被虐待経験等により心理的な課題に直面するこどもや障害のあるこどもなど、
ケアニーズが高いこどもへの支援の在り方が課題として顕在化しているところ、そのようなこども
への支援に当たっての基本的な考え方等について、専門的な見地から集中的に検討することを目的
として、こども家庭審議会運営規則第６条の規定に基づき、部会の下に「こどものケアニーズに
応じた支援の在り方に関する専門委員会」を設置する。

２．構成等
（１）専門委員会の委員は別紙のとおりとする。
（２）専門委員会には委員長を置く。
（３）専門委員会は、委員長が、必要があると認めるときは、関係者の参加を求めることができる。
（４）専門委員会の庶務は、こども家庭庁支援局家庭福祉課において処理する。

３．検討事項
（１）こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する基本的な考え方
（２）里親、ファミリーホーム、各入所施設等に求められる役割や機能
（３）その他

４．その他
（１）専門委員会は原則公開とする。
（２）専門委員会の検討結果は、部会に報告することとし、部会は、当該検討結果を踏まえて、

社会的養育に関する検討を行い、最終的な結論を得ることとする。
（３）専門委員会は、検討結果の取りまとめをもって廃止する。

参考
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所 属委 員 名

大分大学福祉健康科学部特任教授相澤 仁

医療法人財団青溪会駒木野病院副院長笠原 麻里

早稲田大学人間科学学術院教授上鹿渡 和宏

社会福祉法人麦の子会理事長北川 聡子

社会福祉法人清浄園常務理事古屋 康博

一般社団法人コンパスナビ代表理事ブローハン 聡

さいたま子どものこころクリニック院長星野 崇啓

子どもの虹情報研修センターセンター長増沢 高

NPO法人全国子どもアドボカシー協議会専務理事渡辺 睦美

（別紙）
こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する専門委員会 委員名簿

（敬称略、五十音順）


